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1．はじめに

　筆者は2021年度および2022年度に、神奈
川大学において『文化人類学（一般教養科目、
全14回の講義）』を担当した。この講義では
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Abstract
　本報告の目的は、学生らが家畜化に関してどのような知識を持っているのかを把握すること
を通じ、家畜化を人文系の大学生に、どのように教えるべきなのかを考えることである。具体
的には、人文系の大学生を対象にアンケート調査を実施し、どのくらいの割合の学生がオオカ
ミの家畜化、イノシシの家畜化、そして野鶏の家畜化について知っているのかを示す。そして、
とくにオオカミを家畜化したものがイヌであることを知っていた学生については、いつ何処で
どのように学んだのかを明らかにする。いっぽうで、オオカミを家畜化したものがイヌである
ことを知らなかった学生については、彼らがイヌをどのような存在と考えているのかを把握す
ること通じ、その動物観の理解を試みるとともに、家畜化をどのように教えたら良いのかにつ
いて考える。結果は以下の通りである。オオカミを家畜化したものがイヌであることを知る学
生の割合は約41％（2022年）、イノシシを家畜化したものがブタであることを知る学生の割合
は約34％（2021年）だった。オオカミを家畜化したものがイヌであることを知っていた学生は、
TV番組を見たり、両親と会話したりすることや、小学校の授業を通じ、子供の頃にオオカミ
の家畜化に関する知識を得ていた者が多いことが明らかになった。いっぽう、オオカミを家畜
化したものがイヌであることを知らなかった学生の割合は全体の約58％（102人、2022年）で、
この102人のうち約61％がイヌという野生動物が存在すると考えていた。家畜化に関する知識
を持つかどうかは、学生らの動物観に大きな影響を持つと考えられる。人類史における食料生
産の開始を考える上で、ドメスティケーションは必須の知識である。しかしながら、これにつ
いて知らない学生は意外なほどに多い。人文系の大学生に一般教養科目の中でドメスティケー
ションを教える際に最も大切なことは、現存するのかは別として、あらゆる家畜および作物に
は、その祖先種となった野生動物および野生植物が存在していることを学生に理解してもらう
ことである。

キーワード：栽培化、動物観、犬、イヌ、飼い慣らし、野鶏

人類史を重視し、その前半では人類の生業活
動について多く取り扱った。人類が古くから
営んできた生業として「狩猟採集・漁撈」、 

「牧畜」、「農耕」という大きく3つの生業が
知られている。およそ20万年前に現生の人
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類が登場して以降、人類は長い間、狩猟や採
集を中心とする暮らしを営んできた。これは
自然界に存在する食料を生産することなく利
用する暮らしだった。しかし、おおよそ1万
年前に農耕や牧畜を開始する人びとが現れ、
家畜や農作物を生産する暮らしが世界中に広
まると、狩猟採集・漁撈を中心とする暮らし
を続ける人は少なくなっていった。山本

（2009：4）は「人類史上において植物の栽培
および家畜飼育の開始は食料の採集から生産
へと画期的な変革をもたらしたことが知られ
ており、そのきっかけになったものこそがド
メスティケーションであった。したがって、
動植物のドメスティケーションは農耕や牧畜
の起源とも密接な関係をもつ」と述べた。そ
れまで狩猟採集・漁撈を中心とした暮らしを
続けていた人類に対し、ドメスティケーショ
ンは食料獲得に生産という革新をもたらした
のである。また、梅崎（2018：35-36）は「ド
メスティケーションによって、人間の生存は
相対的に容易になり、人口増加率はそれまで
よりも高い水準になった。そういう意味で、
ドメスティケーションは人類史の中でも大き
な発明の一つであるといえるだろう」として
いる。
　ドメスティケーション（domestication）と 
は、日本語では動物については家畜化、植物
については栽培化、などと訳される言葉で、

「野生の動物を作り変えて家畜にすること、
あるいは野生の植物を作り変えて作物にする
こと（本江、2009：98）」を意味している。
家畜が存在しているから牧畜や畜産業が成立
し、作物が存在しているから農耕や農業が成
立している。ドメスティケーションを考える
ことは、野生の祖先種と家畜種・栽培種との
相互の関係を考えることとも言える。
　「家畜化とはヒトが動物の生殖を管理し、
管理を強化していく過程（野沢、2007：391）」 
とされている。ある動物の生殖を人間が比較
的容易に管理できるか否かが、家畜かどうか
の大きな基準となっている。そして、「家畜

とは人間が利用する目的で、野生動物から遺
伝的に改良した動物」とされる。具体的には

「我々人類の祖先が、野生動物を捕らえて飼
育し、人間の管理のもとで繁殖させ、長い年
月をかけてその有用性を高める方向に育種し
て、野生の祖先種とは明らかに区別しうる特
徴を備えるにいたった動物が家畜である」と
説明されている。さらに、人間社会への有用
性という観点から家畜を分類すると、農用動
物（例えば、ニワトリ、ブタ、ウシなど）、
伴侶動物（例えば、イヌやネコなど）、実験
動物（例えば、マウスなど）の3つに区分で
きる。伴侶動物は愛玩動物やペットと表現さ
れる場合もある。
　上述したように、ドメスティケーションは
人類史における革命的な出来事である。過去
1万3000年に渡る人類史を描いたダイアモン
ド・ジャレド『銃・病原菌・鉄』においても、
その前半では人類の食料生産に関し多く議論
しており、家畜化および栽培化に繰り返し言
及している。家畜化は、動物を育てて利用す
る、牧畜の展開に深く関わっている。
　『文化人類学』の講義では、牧畜や農耕に
ついての講義に先立ち、「ドメスティケーショ 
ン」を取り上げている。毎回の講義後に受講
生たちには、講義への質問や感想を書いたコ
メントペーパーを提出してもらっている。そ
して「ドメスティケーション」に関する講義
について寄せられるコメントは、毎回、私に
とって非常に印象的なものである。なぜなら
ば「ドメスティケーションという言葉を初め
て聞いた」、「オオカミとイヌに関係があると
は考えてもみなかった」、「イノシシとブタは
似ているとは思っていたが、関係があるとは
知らなかった」といったコメントであふれる
からだ。また、コメントの多くが自分の言葉
を使って驚きや感動を表現したものであるこ
とも印象的である。多くの学生らにとって身
近な動物や作物の起源を知ることは、興味深
い内容だったのだろう。
　このような学生らの反応を見て筆者は、本
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講義を受ける以前にどのぐらいの割合の学生
がドメスティケーションという言葉や家畜化
について知っていたのか興味を持った。そこ
で2021年10月から12月にかけて、講義のな
かでドメスティケーションに関わる試験的な
アンケート調査を実施した（増野、2022）。
その結果、本講義を受講する以前から「ドメ
スティケーション」という言葉を知っていま
したかという質問に対し、「いいえ、言葉も
意味も知りませんでした」と回答した学生が
71％にのぼり、オオカミを家畜化したものが
イヌだということを知っていた学生は、約
45％に止まった。身近なイヌでさえも、その
起源について知らない学生は多い。後述する 
が、ブタやニワトリ（家鶏）の起源について
知っていた学生はもっと少なくなる。
　我々の暮らしは、家畜利用の側面を考えて
みると、肉類や卵そしてミルクなどの多様な
畜産物やイヌやネコのような伴侶動物によっ
て支えられている。ドメスティケーション（家
畜化／栽培化）について学ぶことは、人類史
における生業の変遷、言い換えれば人類がど
のように食料を得てきたのかを考える上で必
須であるし、野生動物と家畜そして野生植物
と作物との関係を知ることは、野生動物が暮
らす自然環境と我々の暮らしとの関係を見つ
め直すことに繋がる。学生たちが家畜化につ
いて学ぶことは、人類史や人類文化を考える
上で重要であると考えられるが、2021年の
調査を見る限り、家畜化について全く考えた
こともない学生が多く見られる。ドメスティ
ケーションについて学ぶことが重要であるこ
とは明らかなのに、ドメスティケーションに
ついて知らない学生は意外なほどに多い。そ
のいっぽう、講義をしてみるとドメスティ
ケーションは多くの学生が強い関心を抱く
テーマである。
　大学の講義で家畜化について教えることを
考える場合、平均的な受講生が家畜化につい
て、どの程度の情報を持っているのかを知っ
ておくことは非常に重要である。そして家畜

化について全く知らない学生は、イヌやオオ
カミとの関係をどのように考えているのか、
さらにはイヌが地球上でどのような動物だと
考えているのだろうか。いっぽう、家畜化に
ついて基本的な情報を持つ学生らは、いつ頃
何処でどのような方法で家畜化について学ん
だのだろうか。
　本報告の目的は、学生らが家畜化に関して
どのような知識を持っているのかを把握する
ことを通じ、家畜化を人文系の大学生に、ど
のように教えるべきなのか考えることであ
る。具体的には、人文系の大学生を対象にア
ンケート調査を実施し、どのくらいの割合の
学生がオオカミの家畜化、イノシシの家畜化、
そして野鶏の家畜化について知っているのか
を示す。そして、とくにオオカミを家畜化し
たものがイヌであることを知っていた学生に
ついては、いつ何処でどのように学んだのか
を明らかにする。いっぽうで、オオカミを家
畜化したものがイヌであることを知らなかっ
た学生については、彼らがイヌをどのような
存在と考えていたのか把握することを通じ、
その動物観の理解を試みる。最後に家畜化 

（ドメスティケーション）をどのように教え
たら良いのかについて考えてみる。

2．調査方法

2.1．アンケート調査
　本報告で中心的に取り扱うアンケート調査
の対象は、筆者が担当した『文化人類学』の
受講生で、大部分が人文系の学部に所属する
1年次および2年次の大学生である。2022年
度前期のアンケートは、選択式と記述式を併
用したもので、『文化人類学』の受講生200
人を対象として実施し175人から有効回答を
得た。アンケートの内容については、結果の
部分で触れる。学生らの記述について、明ら
かな誤字および脱字、文章の誤りについては、
筆者の責任で修正した。
　先行研究となる2021年の調査（増野、2022） 
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では、『文化人類学』の受講生140人を対象
に選択式のアンケートを実施し、107人から
有効回答を得た。2022年度前期の受講生と
2021年度後期の受講生は重複していない。

2.2．家畜化について聞いた動物
　世界には多種多様な家畜が存在するが、そ
のなかで現在の日本人が広く知る家畜とし
て、イヌ、ブタ、ニワトリを選んだ。そして、
2021年度後期と2022年度前期のアンケート
ではオオカミ、イノシシ、ヤケイ（野鶏）の
家畜化に関する選択式のアンケートを実施す
るとともに、オオカミとイヌとの関係につい
て記述式のアンケートを実施した。つぎに各
動物の家畜化について簡単に紹介する。
　まずオオカミの家畜化について見てみる。

「イヌもオオカミも、ハイイロオオカミ（Canis 
lupus）という1つの種に分類される。一般
にオオカミと呼ばれている動物はハイイロオ
オカミであり、北米大陸、北極圏、ユーラシ
ア大陸に分布する（寺井、2023）」。現在イヌ
と呼ばれているグループとニホンオオカミは
遺伝的に非常に近縁で、共通の祖先から2つ
に分かれたものである。しかし、この共通の
祖先はすでに絶滅しており、ニホンオオカミ
もすでに絶滅している。イヌの学名はCanis 
lupus familiaris である。つまり、オオカミ 

（ハイイロオオカミ）を家畜化したものがイ
ヌである。オオカミの家畜化の過程がいつ始
まったのかについては、いろいろ議論されて
おり3万1700年前だったとする説や、約3万
2000年前だったとする説などがある（フラ
ンシス、2019：41-42）。農耕や牧畜が開始さ
れるずっと以前、人類が狩猟採集・漁撈によ
り暮らしていた時代から、イヌ的オオカミの
ような動物が人類のかたわらに暮らしていた
ようである。フランシス（2019：43）は、異
論もあるが「1万5000〜1万2000年前、一部
の人間社会は定住傾向が強くなった。おそら
くそれが家畜化の過程を加速して、イヌ的オ
オカミからイヌへの変化を開始したと考えら

れる」と述べている。
　つぎにイノシシの家畜化について見てみる

（三上、2010など）。ブタの祖先種は、ヨー 
ロッパ、アジア、太平洋島嶼、北アフリカと
世界中に広く分布するイノシシ（Sus scrofa）
である。つまり、イノシシを家畜化したも 
のがブタである。ブタの学名はSus scrofa 
domesticus となっている。現在のトルコ（西
アジア）の紀元前7000年にさかのぼる遺跡
から最も古い豚の骨が見つかっている。日本
にもイノシシが分布しており、弥生時代の遺
跡から出土したイノシシの骨のなかにブタの
骨である可能性がある骨（「弥生豚」の骨）
があることが指摘されている。「古くからイ
ノシシを食用として利用していたことは疑い
ないが、野生イノシシを管理、増殖し、家畜
化の過程にあったかどうかは不明である」と
している（三上、2010）。「弥生豚」は大陸か
らの移住者によりもち込まれたという説もあ
るという。これまでのところ、日本で家畜化
されたとされている動物はウズラのみと考え
る人が多いようだ。
　さいごに野鶏（ヤケイ）の家畜化について
見てみる（田名部、2010など）。家畜として
のニワトリを家鶏（カケイ）と呼ぶならば、 

「その祖先は、現在も東南アジアに野生して
いる赤色野鶏（セキショクヤケイ　Gallus 
gallus）である」。つまり、野鶏を家畜化し
たものが家鶏である。家鶏（いわゆる家畜 
としてのニワトリ）の学名はGallus gallus 
domesticus となっている。東南アジアの森
林には家鶏の祖先である野生種としてのニワ
トリが分布している。野鶏も家鶏もどちらも
鶏（ニワトリ）なのでややこしい。本稿では
野生動物種としてのニワトリを野鶏（ヤケ
イ）、家畜種としてのニワトリを家鶏（カケ 
イ）と表記し区別する。残念ながら、日本に
は赤色野鶏も含めて野鶏は分布していない。
赤色野鶏が家畜化されたのは、東南アジア大
陸部で、紀元前6600年頃と推定されている。
鳥類を家畜化したものを家禽と呼ぶ。また鳥
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類の家畜化を家禽化と呼ぶことがある。
　以上、イヌ、ブタ、家鶏について祖先種と
の関係を簡単に紹介した。これら3種類の家
畜は、いずれも日本人にとり身近な動物と言
えるだろう。つぎに調査結果を見てみる。

3．結果および考察

3.1．オオカミ、イノシシ、野鶏の家畜化へ
の認識

　はじめに、どのくらいの大学生がオオカミ、
イノシシ、野鶏の家畜化について知っている
のかを先行研究である増野（2022）の調査結
果を利用することなどから見てみる。表1は、
2021年に行ったオオカミ、イノシシ、野鶏の 
家畜化に関するアンケート結果をまとめたも
のである。まず、家畜化を考えるにあたり、
前提条件として祖先種である野生動物を知っ
ていることが必要である。約9割の学生が、
オオカミおよびイノシシという野生動物を

「知っていました」と答えた。「なんとなく 
知っている程度でした」も合わせると、大部
分の学生がこの2種を知っていたといえる。
家畜化について講義するにあたり、オオカミ
やイノシシは説明しやすい動物種だと考えら
れる。
　いっぽう、野鶏については「知っていまし
た」と答えた学生は4.7％、さらに「知りま
せんでした」と回答した学生は72％となっ
ており、多くの学生が野鶏の存在を知らない
ことが指摘できる。野鶏の家畜化を教える際
には、野鶏の存在から説明することが必要と
なる。
　つぎに、各動物の家畜化について見てみる
と、オオカミを家畜化したものがイヌである
ことを「知っていました」と回答した学生は
15.9％、イノシシを家畜化したものがブタで
あることを「知っていました」と回答した学
生は5.6％、野鶏を家畜化したものが家鶏で
あることを「知っていました」と回答した学

表1　オオカミ、イノシシ、野鶏の家畜化に関するアンケート結果まとめ（2021年）
単位：％

回　　　答
（合計107名）

オオカミ、イノシシ、
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知っていました 89.7 88.8 4.7 15.9 5.6 3.7
なんとなく知っている程度でした 6.5 5.6 23.4 29.0 28.0 24.3
知りませんでした 3.7 5.6 72.0 55.1 66.4 71.0
そ　の　他 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9

備考：実際の質問事項は次の通りである。オオカミについての質問は、それぞれ「あなたは本講義を受講する
以前から、オオカミという野生動物を知っていましたか？」、「あなたは本講義を受講する以前から、オ
オカミを家畜化（ドメスティケーション）したものがイヌだということを知っていましたか？」である。
イノシシについての質問は、それぞれ「あなたは本講義を受講する以前から、イノシシという野生動物
を知っていましたか？」、「あなたは本講義を受講する以前から、イノシシを家畜化（ドメスティケー 
ション）したものがブタだということを知っていましたか？」である。野鶏についての質問は、それぞ
れ「あなたは本講義を受講する以前から、野鶏（ヤケイ）と呼ばれる野生動物としてのニワトリがいる
ことを知っていましたか？」、「あなたは本講義を受講する以前から、野鶏（ヤケイ）を家畜化（ドメス 
ティケーション）したものが家鶏（カケイ、我々が普段食用としているニワトリ）だということを知っ
ていましたか？」である。

出所：増野（2022）を筆者改変
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生は3.7％だった。「なんとなく知っている程
度でした」を合わせても、オオカミを家畜化
したものがイヌであることを知っていた学生
は、約45％、イノシシでは約34％、そして野 
鶏では約28％にとどまった。さらに、オオ
カミを家畜化したものがイヌだということを

「知らなかった」と回答した学生は約55％、
イノシシを家畜化したものがブタであるこ 
とを「知らなかった」と回答した学生は約
66％、そして野鶏を家畜化したものが家鶏で
あることを「知らなかった」と回答した学生
は71％だった。野鶏については、野鶏とい
う野生動物の存在自体がほとんど知られてい
ないことを考慮すると、その家畜化について
聞くこと自体があまり意味の無いことだった
と考えられる。
　2022年の「文化人類学」受講生に対し、オ 
オカミの家畜化について同様のアンケート

（有効回答者数は175人）を実施した（表2）。
その結果、オオカミを家畜化したものがイヌ
であることを「知っていました」と回答した
学生は10.9％、「何となく知っている程度で
した」と回答した学生は29.7％、「知りませ

んでした」と回答した学生は58.3％、「その 
他」と回答した学生は1.1％だった。2021年
の結果（表1）と比べ、2022年のアンケート
調査の結果では、オオカミの家畜化につい 
て、知っていた学生の割合が小さく、知らな
い学生の割合が大きくなっている。オオカミ
を家畜化したものがイヌであることを知らな
い学生が6割近く存在していることが指摘で
きる。
　これらの結果から、筆者は家畜化について
知る学生が意外なほどに少ない印象を受け
た。皆さまの印象は、どうだろうか。イヌ、
ブタ、家鶏という3種類の家畜について見た
場合、オオカミとイヌとの関係について知る
学生が比較的多い。このほかの家畜として日
本人にとって身近な家畜を考えてみると、ウ
シや家猫（イエネコ）などを挙げることがで
きる。オーロックス（Bos primigenius）を
家畜化したものが家畜種としてのウシ（Bos 
taurus）であることや、リビアヤマネコ（Felis 
lybica）を家畜化したものが家猫（イエネコ、
Felis silvestris catus）であることを「知っ
ている」と回答する学生はどれだけいるだろ
うか。今後の調査では、これらの動物種につ
いての情報も収集できたらと考えている。
　調査結果から、イヌがオオカミを家畜化し
たものだと知る学生が比較的多いことがわ
かった。そして、イヌは日本人が実際に触れ
合うことができる家畜の代表といえる。これ
らを考慮して、2022年にはオオカミの家畜
化に焦点をあて、記述式のアンケートなども
交えながら、オオカミの家畜化について学生
らに詳しく聞いた。結果は次の通りである。

3.2．学生たちはオオカミの家畜化について、
いつ頃、どのように知ったのか

　2022年に行ったアンケート調査では、オオ 
カミの家畜化について「知っていました」も
しくは「何となく知っている程度でした」と
回答した学生に対し、「いつ頃、どのような方 
法で「オオカミを家畜化したものがイヌ」だ

表2　オオカミの家畜化に関する
アンケート結果（2022年）

回　答

あなたは本講義を受講する
以前から、オオカミを家畜
化（ドメスティケーション）
したものがイヌだというこ
とを知っていましたか？

知っていました 19人（10.9%）

なんとなく知って
いる程度でした 52人（29.7%）

知りませんでした 102人（58.3%）

そ　の　他 2人 （1.1%）

合　　　計 175人（100%）

出所：筆者が2022年に「文化人類学」の受講者を対
象に実施したアンケート調査
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ということを知ったのかについて、わかる範
囲で説明してください」という課題を出し、
学生に自由に記述してもらった。そして学生
らの記述を筆者が読み、その内容を表3にま
とめた。

3.2.1．オオカミの家畜化について「知って
いた／何となく知っている程度」と
回答した学生

　まず、オオカミを家畜化したものがイヌだ
ということについて「知っていた（19人）」
および「何となく知っている程度でした（52
人）」と回答した学生の合計は71人だった 

（表2）。この71名は、オオカミの家畜化につ
いて「自分で調べた」と回答した学生（13人）
と、「自分で調べたのではない」と回答した
学生（58人）の2つに区分できた（表3）。
　まず「自分で調べた」と回答した学生は
13人（全体の18.3％）だった。本を調べたと
する者が7人、インターネットを調べたとす
る者が3人、方法について記述できないが自
分で調べたとする「方法不明」とする者が3

人見られた。オオカミの家畜化について、自
ら調べた者の割合は18.3％で多いとはいえな
い。調べる方法として本やインターネットが
利用されており、本を利用した者が多かった。
以下に、本を調べたと回答した学生の記述を
紹介する。

事例1	 本を調べた学生の記述
　小学生の頃、図書室でいろいろな動物
が載っている本の中に犬の祖先のオオカ
ミという形で認識したと思う。

事例2	 本を調べた学生の記述
　犬は元々凶暴で群れを作って行動して
いるというイメージがあり、実際に小学
生の頃に読んだ本でもそういった内容に
触れられていた。このため狼を家畜化し
たのが今でいう犬という認識を持ってい
ました。

事例3	 本を調べた学生の記述
　この講義を受けるまで狼を家畜化した

表3　オオカミの家畜化について、いつ頃、どのように知ったのか

知
っ
た
時
期

自分で調べた
（13人、全体の18.3%）

自分で調べたのではない
（58人、全体の81.7%）

合計［人］
本 イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

方
法
不
明

映
像
コ
ン
テ
ン
ツ

（
Ｔ
Ｖ
番
組・映
画・ 

Y
ouT

ube

な
ど
）

学
校
の
授
業

親
族

（
親
や
祖
父
母
な
ど
）

動
物
園
や
博
物
館

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ゲ
ー
ム

そ
の
他

小学生未満 0 0 0 1 1 3 1 0 1 7 （9.9%）
小 学 生 7 2 0 13 6 4 1 0 2 35（49.3%）
中 学 生 0 0 1 3 3 0 0 0 0 7 （9.9%）
高 校 生 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 （1.4%）
大 学 生 0 0 0 1 0 0 0 1 0 2 （2.8%）
不 明 0 0 2 5 1 2 1 1 7 19（26.8%）

合計［人］ 7 3 3 23 11 9 3 2 10 71
（9.9%）（4.2%）（4.2%）（32.4%）（15.5%）（12.7%）（4.2%）（2.8%）（14.1%）（≒100%）

備考：四捨五入の影響により割合の合計が100％になっていない部分について「≒100％」と表記した。
出所：筆者が2022 年に「文化人類学」の受講者を対象に実施したアンケート調査
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ものが犬だとはっきりとは知らなかっ
た。しかし、オオカミが人間とかかわり
をもつような種類になったものが犬であ
ることは小学生の頃に見た図鑑で知って
いた。

　事例1、事例2、事例3の記述から、これら
学生たちが小学校の頃に、図鑑などの本を見
たり調べたりしているなかで、家畜化そのも
のを調べていたのでは無いようだが、オオカ
ミの家畜化に関する知識を得ていることがわ
かる。続いて、インターネットを調べたと回
答した学生の記述を見てみる。

事例4	 インターネットを調べた学生の
記述

　小学生か中学生の時に家族で旅行に
行った際、野良犬を見つけました。その
野良犬について家族と話すなかで、野生
の犬はいないのかという話になり、スマ
ホで調べた事があり知っていました。

事例5	 インターネットを調べた学生の
記述

　小学生の頃、インターネットでイヌに
ついて調べているときに、イヌの祖先は
オオカミであるということを知ったと思
う。なぜイヌについて調べようと思った
かは忘れたが、イヌの画像を調べていく
うちにオオカミとイヌの関係についての
情報にたどり着いた気がする。

　事例4における、野生のイヌがいるのかど
うかという疑問は、オオカミの家畜化に直結
する疑問である。この学生の場合、野良犬と
の出会いが、家畜化について考えるきっかけ
となっている。基本的に野良犬はイヌであ 
り、野良猫はイエネコであり、ともに家畜で
ある。野良犬や野良猫を拾ってきて家で育て
ることは家畜化ではなく飼い慣らしである。
　事例5は、インターネットを使い、イヌに

ついて漠然と調べていく中でオオカミとイヌ
との関係について知識を得ることに成功して
いる。
　つぎに「自分で調べたのではない」と回答
した学生は58人（81.7％）だった。このうち、
オオカミの家畜化について映像コンテンツ

（テレビ番組、映画、YouTube）を通じて知っ
た者が23人、学校の授業を通じて知った者が 
11人、親や祖父母など親族を通じて知った者 
が9人、動物園や博物館を通じて知った者が
3人、コンピューターゲームを通じて知った
者が2人、その他の方法を通じて知った者が
10人見られた。オオカミの家畜化について
映像コンテンツから知識を得た者が突出して
多く、学校の授業および親族を通じて知った
者がこれに続いている。映像コンテンツ、親
族、動物園や博物館、コンピューターゲーム
は、学生たちの日常生活と密接な関係を持つ
と考えられる。この学生たちは、とくに調べ
たのではないが、普段の暮らしのなかでオオ
カミの家畜化についての知識を得ている。つ
ぎに、映像コンテンツ、学校の授業、親族、
動物園や博物館、コンピューターゲームの順
に、学生たちの記述を紹介する。

事例6	 映像コンテンツから学んだとす
る学生の記述

　小学生くらいの時にNHKの「ダーウィ
ンが来た！」という番組で確か犬が特集
されていて、その番組内で犬の祖先はオ
オカミであると放送されていて、へーと
思ったことがあり、なんとなく知ってい
た。それでよくみてみると犬の顔はオオ
カミに似ているし、共通点を番組で説明
をしていて面白かったという記憶が頭の
片隅にある。

事例7	 映像コンテンツから学んだとす
る学生の記述

　記憶は定かではありませんが、小学生
の頃に教育番組か何かを見てオオカミを
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家畜化したものがイヌだという事を知っ
たように思います。イヌの中には、シベ
リアンハスキーなどのオオカミに似てい
る種類があるので、オオカミが家畜化さ
れたものがイヌだと聞いて納得した覚え
があり、逆にプードルなど全くオオカミ
の面影が無いイヌも多いので不思議に
思った記憶があります。

事例8	 映像コンテンツから学んだとす
る学生の記述

　あるホラー映画の内容が、人間がいな
くなった廃墟のようなところで犬だけが
存在し、その犬は野生化していて、人間
を攻撃し食べるというものだった。その
シーンを見たとき、犬の先祖はオオカミ
なのではないかと感じた。容姿も犬を凶
暴にさせると狼にも似ていますし、ドメ
スティケーションという単語自体は知り
ませんでしたが、犬のルーツが狼だとい
う考えは持っていました。

事例9	 映像コンテンツから学んだとす
る学生の記述

　中学生の時、ユーチューブで「犬の歴
史」に関するドキュメンタリーを見た。
現在、人間が飼っている犬が過去にさか
のぼるとオオカミを捕獲して人間に適し
た方式で家畜化したものであること、そ
のなかで現在の「犬」の形になったこと
を知った。

　映像コンテンツから学んだとする学生の記
述では、事例6や事例7のように教育番組や
動物に関する番組などからオオカミの家畜化
について学んだとする者が見られた。事例8
のホラー映画を通じて知ったとする学生の記
述を見ると、はっきりと家畜化について学ん
だというよりも、オオカミとイヌとの関係を
察するようになったという印象である。事例
9のYouTubeのドキュメンタリーを通じて

知ったとする学生の記述を見ると、オオカミ
の家畜化を大きく取り上げた番組だったこと
が推察される。YouTubeに限らずインター
ネット上の動画配信は、現代の暮らしにおい
て多様な知識の入手先のひとつとなってい
る。つぎに、学校の授業で学んだとする学生
の記述を見てみる。

事例10	 学校の授業で学んだとする学生
の記述

　小学校の頃、社会の授業で歴史を学ん
でいた時、オオカミを狩りに同行させて
いたのを知った。その時に先生が、オオ
カミを飼っていたら犬になったという風
に教えられた。

事例11	 学校の授業で学んだとする学生
の記述

　小学生の頃に、先生が理科の授業の中
で豆知識程度の感覚で「イヌは元々オオ
カミだったんだよ」と教えてくれたよう
に記憶しています。そのため、オオカミ
を人が飼っているうちに今のイヌのよう
になったのだと、なんとなく知っていま
した。

事例12	 学校の授業で学んだとする学生
の記述

　小学校の理科か社会の授業中にイヌ
イットの話題になり、その際に先生が
仰っていた記憶があります。

事例13	 学校の授業で学んだとする学生
の記述

　小学校の頃に、野生の豚は存在してお
らず、猪を改良して作られたという話を
聞いて面白いと興味を持った。確か理科
の時間で先生が身の回りで気になること
を質問しようという時間が作られて、そ
の際に犬も元々オオカミから来ていると
いう話を聞いたと思う。
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事例14	 学校の授業で学んだとする学生
の記述

　私がオオカミを家畜化したものがイヌ
だと知ったのは、中学の時の歴史の授業
だったと思います。その時の歴史の授業
の内容がドメスティケーションについて
ではなかったので、軽く触れた程度だっ
たので詳しく知っているわけではなかっ
たので、なんとなく知っている程度とし
ました。

　オオカミの家畜化について学校の授業を通
じて学んだとする11名のうち6名が小学生の
頃、3名が中学生の頃と答えており、高校で
学んだとする者は見られなかった。また、筆
者が担当した「文化人類学」を受講する以前
に大学の講義でオオカミの家畜化について学
んだとする学生も見られなかった。オオカミ
とイヌとの関係について、小学校を中心に中
学校で学んだと記憶している学生が多い。学
生らの記述を見てみると、事例10や事例13
は家畜化を意識した授業だったように思われ
る。また、事例11、事例12、事例13は、教
員が雑談的にオオカミの家畜化に言及した可
能性が高いものの、学生の印象に強く残って
いたといえる。
　筆者は先行研究（増野、2022：8）におい 
て、多くの大学生がドメスティケーションに
ついて知らなかったことについて「高等学校
までの教育の中で扱われない事項であること
を反映したものだろう」と述べたが、これは
誤りである。実際には本報告で示したよう 
に、小学校や中学校でオオカミの家畜化につ
いて学んだと回答した者が存在している。ま
た、高等学校の地理学の教科書等を見てみる
と、「おもな栽培植物と家畜の起源」の図が
示されており、ドメスティケーションは高等
教育においても扱われている事項である。た
だしオオカミを家畜化したものがイヌである
ということを「知っていました／何となく
知っている程度でした」とした者は175人の

うち71人（40.6％）と少なく、さらに学校の
授業で学んだと回答した者は71人のうち11
人（15.5％）で決して多いとは言えない。つ
ぎにオオカミの家畜化について親族から学ん
だと回答した学生について見てみる。
　オオカミの家畜化について親族から学んだ
と回答した学生は9名おり、学んだ時期につ
いて見ると小学生未満が3名、小学生が4名、
時期不明が2名だった。子供の頃に学んだ者
が多いといえる。以下に、学生たちの記述を
紹介する。

事例15	 親族から学んだとする学生の記
述

　小さな頃、犬が大好きな私は、オオカ
ミと犬の違いがあまりわからず、その違
いを両親に聞いたところ、大昔、群れか
らはぐれたオオカミが食料を求め人間に
出会い、人間から食料を得ることができ
ることを学んだ。人間もオオカミが自分
たちに危害を及ぼさないことを知り、ま
た猛獣から身を守ってくれることを知る
と、お互いに助け合い、狩りをしたりす
ることにより、人間と共に生活していく
ようになり、現在の犬に変化していった
と教えてもらったから。

事例16	 親族から学んだとする学生の記
述

　小学生の頃、母とオオカミが登場する
絵本を読んでいた時に、オオカミの顔が
イヌと似ていたため、私が母になぜ似て
いるのか質問したところ、イヌはオオカ
ミから進化したと教えられたため、なん
となく知っていた。

事例17	 親族から学んだとする学生の記
述

　自分が小さな頃（保育園生の頃ぐら
い）、家の近くの人がシベリアンハスキー
を飼っており、散歩する姿をみかけるこ
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とがあった。その時に親が「昔は、ああ
言う犬がオオカミに近いものだったんだ
よ！」と言ったのを覚えており、犬って
オオカミだったんだと衝撃を受けた。完
全にオオカミを家畜化したものがイヌだ
とは認識はしていませんでしたが、なん
となく知っているという状態でした。

事例18	 親族から学んだとする学生の記
述

　約10年前、家族でイヌを飼っていた際 
に母親から、イヌはオオカミから進化し
た動物であると簡単な説明ではあるが教
えてもらった。家畜化やドメスティケー
ションされた動物とまでは教わらなかっ
たがイヌとオオカミの関係については
知っていたといえる。

　事例15、事例16、事例17、事例18を見る 
と、幼少期にイヌに興味を持ったり、イヌに
ついて家族と会話したりするなかで、イヌの
祖先がオオカミであることに親族が言及して
いる。近くにいる親族の方が、オオカミとイ
ヌとの関係について知識を持っており、これ
を子供に伝えている。日常生活の中で行われ
る何気ない会話が、子供の知識の形成に大き
な影響を与えていることを示唆している。
　人数は少ないものの、オオカミの家畜化に
ついて動物園や博物館で学んだとする者（3
人）とコンピューターゲームを通じて学んだ
とする者（2人）が見られた。これらの学生
たちの記述を見てみる。

事例19	 動物園や博物館で学んだとする
学生の記述

　私が小さいころ、動物が好きだったの
で両親によく動物園へ連れていっても
らっていたのですが、その際に動物園の
説明文などで知ったのと、両親から教え
てもらったのではないかと思います。

事例20	 動物園や博物館で学んだとする
学生の記述

　小さい頃、恐竜を含めた動物の博物館
でニホンオオカミの展示を見ました。そ
の時は家畜化やドメスティケーションと
いった言葉は知らなかったのですが、オ
オカミと犬は同じような種類の生き物だ
と展示により知りました。

事例21	 コンピューターゲームを通じて
学んだとする学生の記述

　もともとオオカミと犬は姿がだいぶ似
ているなと思っていた。あるとき歴史の
ゲームをしていたところ、犬とオオカミ
の関係に言及があり、その時に知った。

事例22	 コンピューターゲームを通じて
学んだとする学生の記述

　大学に入学してから、マインクラフト
というゲームをプレイし始めました。マ
インクラフトは、簡単に言うと一種のサ
バイバルゲームのようなもので、ゲーム
内の主人公を自分に見立てて生活してい
くというゲームです。そのゲーム内で、
オオカミが登場するのですが、オオカミ
に骨というアイテムを与えることで、自
分のペットのように手懐けることができ
ます。その際にオオカミが「ワン」と鳴
くことから、犬と関係があるのでないか
と少し思っていました。

　事例19の学生は、オオカミの家畜化につ
いて動物園で学んだ可能性が高いと考えてい
る。幼少期に動物園に行く場合、両親と一緒
に行く場合は多いだろう。動物園の説明文な
のか親の説明なのかは、はっきりしないが、
親による説明が動物園で行われたことも考え
られる。事例20の学生は、オオカミとイヌ
との関係性を博物館の展示から学んだと断言
している。筆者としては、動物園や博物館を
通じて学んだ学生がもっといても良いと考え
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ている。
　事例21の学生によると、イヌとオオカミの 
関係性に言及するゲームが存在することが分
かる。どのようなジャンルのゲームなのだろ
うか。事例22の学生はマインクラフトとい
うゲームを通じてオオカミの家畜化について
学んだと考えている。ただし、記述を読んで
みると、オオカミの家畜化について学んだと
いうよりも、オオカミとイヌとの間に関係が
あることに気付いたぐらいの印象を受ける。

「その他」の方法で学んだという学生（10人）
については、記述が不明瞭だったりするため、
説明は割愛する。
　以上、オオカミの家畜化について「知って
いました」もしくは「何となく知っている程
度でした」と回答した学生について、一部の
学生の記述を紹介することなどからオオカミ
の家畜化に関する知識をどのように得たのか
を見てみた。オオカミの家畜化について、子
供の頃にイヌに興味を持ったことで、オオカ
ミとイヌとの関係を知った者が多い。また、
自分自身で調べるよりも、日常生活の中で映
像コンテンツを見ていたり、両親と会話した
りするなかで、その知識をいつの間にか得て
いる者が多いことが指摘できる。家庭での
様々な活動が、子供の知識の形成に大きな影
響を与えていることが分かる。家畜化を学ぶ

機会として、学校の授業や、動物園や博物館
の果たしている役割が、筆者の予想よりも少
ない結果となった。学校、動物園、博物館な
どにおいて、家畜化を扱っていたとしても、学 
生にうまく伝わっていなかったり、印象に残
らなかったりした可能性があると考えている。

3.3．オオカミの家畜化について「知りませ
んでした」と回答した学生のイヌをめ
ぐる世界観

　オオカミの家畜化について175人の学生の
うち102人が「知りませんでした」と回答した。
この「知りませんでした」と回答した102人
の学生に対し、「イヌはどのような動物で、
どこからやってきた動物だと考えていたのか
について自由に説明してください。例えば、
イヌを野生動物だと考えていたのでしょう
か。イヌを家畜だと考えていましたか。」と
いう課題を出し、学生に自由に記述しても
らった。そして学生らの記述を筆者が読み、
彼らがイヌをどのようなものだと考えていた
のかを表4にまとめた。
　学生らによるイヌという存在の捉え方は、
大きく7つのグループに区分できた。具体的
には、①イヌという野生動物がいると考えて
いたグループ（62人）、②イヌという家畜が
元から存在していたと考えていたグループ

表4　オオカミを家畜化したものがイヌだということを「知りませんでした。」と回答した
学生はイヌをどのようなものだと考えていたのか

イヌというものの捉え方 人数［人］ 割合［％］
①イヌという野生動物がいると考えていた。 62 60.8
②イヌという家畜が元から存在していたと考えていた。 15 14.7
③考えたこともなかった。 6 5.9
④イヌの祖先はオオカミだと考えていたが、家畜化したものとは考えていなかった。 6 5.9
⑤イヌの祖先はキツネもしくはウマだと考えていた。 4 3.9
⑥野生動物なのか家畜なのか記述していないが、イヌは元からイヌだと考えていた。 4 3.9
⑦その他。 5 4.9

合　　計 102 100
出所：筆者が2022年に「文化人類学」の受講者を対象に実施したアンケート調査
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（15人）、③考えたこともなかったグループ 
（6人）、④イヌの祖先はオオカミだと考えて
いたが、家畜化したものとは考えていなかっ
たグループ（6人）、⑤イヌの祖先はキツネも 
しくはウマだと考えていたグループ（4人）、
⑥野生動物なのか家畜なのか記述していない
が、イヌは元からイヌだと考えていたグルー
プ（4人）、⑦その他と回答したグループ（5 
人）である。
　オオカミの家畜化について「知りませんで
した」と回答した学生の約6割が①イヌとい
う野生動物がいると考えていたグループに含
まれた。家畜化を想定していないのだから、
イヌという野生動物が存在しており、これを
家に連れてきて飼育していると考えること
は、事実とは異なるが、考え方としては素直
だろう。同様に、家畜というものが自然に元
から存在すると考えた場合、②イヌという家
畜が元から存在していたと考えていたという
回答も、事実とは異なるが、素直な考え方で
ある。⑥野生動物なのか家畜なのか記述して
いないが、イヌは元からイヌだと考えていた
グループは、イヌは元からイヌである点では
①と②の考え方に準ずるが、野生動物と考え
ていたのか家畜と考えていたのかについて明
言しない点で、ちょうど①と②の中間的な考
え方といえる。①グループ、②グループ、⑥
グループは、イヌが元からイヌとして存在す
るものと考えている点では共通の考え方を持
つグループである。③考えたこともなかった
と回答したグループは、講義を受講したうえ
での素直な意見なのだろう。④イヌの祖先は
オオカミだと考えていたが、家畜化したもの
とは考えていなかったグループと⑤イヌの祖
先はキツネもしくはウマだと考えていたグ
ループは、イヌについて祖先種の存在を想定
している点で①、②、⑥とは全く異なる考え
方である。「⑦その他」は①から⑥のグルー
プに区分できなかったグループで、記述が難
解だったりするため、説明は割愛する。
　それでは、①から⑥のグループについて、

その回答の記述を見てみよう。まず①イヌと
いう野生動物がいると考えていたグループの
学生の記述を見てみる。

事例23	 ①イヌという野生動物がいると
考えていた学生の記述

　太古に生息していた動物が、様々な天
変地異や気候変動などに伴って生じた環
境の変化に適応していく中で、現在のイ
ヌが形成されていったと考えていた。

事例24	 ①イヌという野生動物がいると
考えていた学生の記述

　ドメスティケーションという概念が自
分にはなかったので、過去の自分は人類
の進化のように突然変異が起き、その気
候などのなかでイヌが進化してきたと
思っていました。

事例25	 ①イヌという野生動物がいると
考えていた学生の記述

　イヌは、忠犬ハチのような秋田犬とシ
ベリア犬が主流で、トイプードルやチワ
ワは雑種と捉えていたため、シベリアや
北欧の寒冷な地域から南下する形で日本
に来た野生動物だろうと考えていた。そ
のため、イヌは寒冷な地域に生息する野
生動物と考えていた。

事例26	 ①イヌという野生動物がいると
考えていた学生の記述

　私はイヌを野生動物だと思っていまし
た。イヌの中でも日本犬と分けられる甲
斐犬、秋田犬などがいるがそれらは日本
で発見されたイヌでポメラニアンとか
プードルはヨーロッパから来たイヌだと
認識していました。しかし、都合良く飼
われる動物なんていないだろうと思って
いたので頭のどこかではイヌは人間が人
工的につくったのではないかと感じる部
分もありました。
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事例27	 ①イヌという野生動物がいると
考えていた学生の記述

　犬はもともと存在する固有の種である
と考えており、野生動物であるとも考え
ていた。狼とは遠い親戚のようなもので
関係はあると思っていたが、「オオカミ
を家畜化したものがイヌ」であるという
直接的な関係が2種の間に存在している
とは考えたことがなかった。

事例28	 ①イヌという野生動物がいると
考えていた学生の記述

　オオカミがイヌの祖先であることは
知っていましたが、オオカミを家畜化し
たものがイヌだということは知りません
でした。オオカミが生きていくうえで進
化して、イヌになったものを人間が発見
し、人間が生活に利用するために飼いな
らしたのだと考えていました。授業を聞
くまでイヌを家畜とは考えていませんで
した。ペットという家族の絆で結ばれて
いることが多く、生活のために利用する
事例は身近にないため、家畜とは考えま
せんでした。

　事例23と事例24は、人間との関係を想定
せず、イヌは自然に生まれた動物だと考えて
いた事例といえる。事例25は、イヌを寒冷
な地域の野生動物だと考えていたという。秋
田犬が寒さに強い犬種であることや、イヌが
雪の中、そりを引くイメージなどが影響して
いることが考えられる。事例26は、日本では
自然のなかに日本犬が暮らしており、ヨー
ロッパに行くと自然のなかにポメラニアンな
どの犬種が暮らしていると考えている。これ
は①イヌという野生動物がいると考えていた
グループの学生の世界観をよく現した記述で
ある。また事例26の学生は、人間がイヌを人
工的に作り出した可能性を考えている点は面
白い視点である。事例27と事例28は、オオ
カミとイヌに関係があることは知っていた

が、両者を別種の野生動物だと考えている 
事例といえる。事例28の記述の後半部分は、
飼い主と家族の絆で結ばれているペットなの
だから、イヌは家畜ではないと述べている。
この考え方は、私の講義を受講した学生の多
くが共有する考え方である。山田『家族ペッ
ト』の出版から20年が経過し、イヌは家族
の一員となっているようだ。
　つぎに②イヌという家畜が元から存在して
いたと考えていたグループの学生の記述を見
てみる。

事例29	 ②イヌという家畜が元から存在
していたと考えていた学生の記
述

　昔の映画などで寒い地域の人たちが犬
にソリを引かせていたし、現在も元は狩
猟犬だったという犬種が存在しているた
め、以前からイヌは人のために働く家畜
であると思っていた。またソリを引くイ
メージから、イヌは寒い地域からやって
きたものだと思っていた。

事例30	 ②イヌという家畜が元から存在
していたと考えていた学生の記
述

　小さい頃には、家で犬を飼っていまし
たので、犬は家畜だと思っていました。
講義内で犬はオオカミをドメスティケー
ションした動物であると学びましたが、
今までは犬とオオカミの関係性について
は、オオカミはイヌ科であると認識して
いました。トラをネコ科と認識している
のと同じように、トラをネコの祖先だと
は思わないです。

　事例29はそりを引くイヌと狩猟犬の存在
を根拠として、イヌが元々家畜だったと考え
ていたと述べている。前述の事例25や事例
29のように、イヌと寒冷地を結びつける記
述は複数の学生に見られた。イヌが寒冷地に
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暮らす動物であると考える学生は多い。事例
30の学生はイヌを飼育していた経験を持ち、
オオカミはイヌ科、トラはネコ科というよう
に動物に対する知識も豊富であるようにみえ
る。トラとイエネコは同じネコ科であっても
別種なのだから、オオカミとイヌも同じイヌ
科であっても別種に違いないとの意見は、事
実とは異なるが、不思議と説得力がある。イ
ヌもオオカミも、ハイイロオオカミ（Canis 
lupus）という1つの種に分類される（寺井、
2023）。しかしながら、実際問題として、ト
イプードルを見て、オオカミを連想すること
は、私には難しい。
　それでは、③考えたこともなかったグルー
プの学生の記述を見てみよう。

事例31	 ③考えたこともなかった学生の
記述

　犬がオオカミを家畜化したものだとは
知らなかった。昔から犬や猫など動物が
好きだったが、犬がどのようにして生ま
れたのか考えたことがなかったので、知
らなかった。

事例32	 ③考えたこともなかった学生の
記述

　まず犬の祖先などといったものを考え
たこともなかった。「どのような動物で
どこからやってきた」というのも考えた
ことがなかったし、私たちの生活する世
界の中で昔から当たり前の存在であると
感じていた。

　事例31の学生は、自身がイヌも含めて動
物が好きだと述べているが、それでもオオカ
ミとイヌとの関係について考えることは無
かったようだ。事例32の学生はイヌの祖先
について考えたことはなかったと述べてい
る。これは、野生動物かどうかについて言及
していないが、①イヌという野生動物がいる
と考えていた事例と似た考え方の事例だと考

えられる。
　つぎに④イヌの祖先はオオカミだと考えて
いたが、家畜化したものとは考えていなかっ
たグループの学生の記述、⑤イヌの祖先はキ
ツネもしくはウマだと考えていたグループの
学生の記述、⑥野生動物なのか家畜なのか記
述していないがイヌは元からイヌだと考えて
いたグループの学生の記述を順に見てみる。

事例33	 ④イヌの祖先はオオカミだと考
えていたが、家畜化したものと
は考えていなかった学生の記述

　犬の祖先がオオカミだという話は、子
供の頃によく聞いていましたが、オオカ
ミが家畜化した要因が人間の影響による
ものとは知りませんでした。人間の活動
とは関係なく、オオカミらが自然と人里
に適応するようになったものと思い込ん
でいました。

事例34	 ④イヌの祖先はオオカミだと考
えていたが、家畜化したものと
は考えていなかった学生の記述

　犬とオオカミは姿や形が似ているた
め、類人猿が進化したものが人間のよう
に、犬はオオカミが進化した姿であると
考えていた。

事例35	 ⑤イヌの祖先はキツネもしくは
ウマだと考えていた学生の記述

　イヌはキツネをドメスティケーション
した動物であると考えていました。キツ
ネは妖怪といわれている点や、神の使い
とされていて神社に祀られていることも
ある点から大昔からキツネは存在してい
る動物だと思っていました。またキツネ
の容姿がイヌに近いので、大昔からいる
キツネをドメスティケーションした動物
がイヌであると考えていました。



164　 国際経営論集　No.68　2024

事例36	 ⑥野生動物なのか家畜なのか記
述していないが、イヌは元から
イヌだと考えていた学生の記述

　北の国では犬ぞりなどがあるので、犬
は元々犬で、北の方の国からやってきた
動物だと思っていました。

　事例33と事例34の学生は、イヌの祖先が
オオカミであることを知っていたが、人間の
活動の影響ではなく自然にオオカミとイヌと
いう別の種に分化したと考えている。実際に
は、オオカミを家畜化したものがイヌなので、
イヌは人間の影響により生まれたものである
し、オオカミとイヌは生物としては同じ種に
含まれる動物である。事例35の学生は、イ
ヌはキツネを家畜化したものだと思い込んで
いたという。この他に2名の学生がイヌの祖
先はキツネ説を記述していた。キツネもイヌ
科の動物なので、当たらずとも遠からずの範
疇だろうか。事例36の学生は野生動物なの
か家畜なのかはっきり記述されていない。こ
の学生もイヌが寒冷地の動物だと考えている
ことがわかる。ひとことにイヌと言っても、
その姿形は犬種により大きく異なっている。
イヌと言われたときに、どのようなイヌを想
像するのかは、その人のイヌとの関わり方に
より様々だと考えられる。例えば日本犬のう
ち、秋田犬ならばオオカミと似た姿形をして
いるし、上述のトイプードルの姿形はオオカ
ミとはずいぶんと異なる印象を受ける。ま 
た、秋田犬が遠吠えする姿を見たならば、オ
オカミとの関係を否応無しに連想させられ
る。イヌとオオカミとの関係に思考をめぐら
せるにあたり、身近なイヌの犬種が何である
のかは重要な要素だと考えられる。

4．人文系の大学生に家畜化を
どのように教えるべきか

　最後に、人文系の大学生に家畜化をどのよ
うに教えるべきか考えてみる。本報告のまと

めとして、大学生らがイメージするイヌの起
源を示した（図1）。全部で175人の学生のう
ち、イヌがオオカミを家畜化したものだと
知っていた学生は71人、イヌという野生動
物がいると考えていた学生が62人、イヌと
いう家畜が元から存在していたと考えていた
学生が15人となっている。なんと62人（35 
％）もの学生がイヌという野生動物が存在す
る動物観のなかで暮らしていたのである。こ
の動物観は、筆者にはずいぶんいびつだと感
じられる。彼らにはドメスティケーションに
ついて学び、動物観を刷新してもらう必要が
ある。
　ドメスティケーション（家畜化・栽培化）は
人類史において食料の採集から生産への変革
のきっかけとして重要なもの（山本、2009： 
4）であり、人類史の中でも大きな発明の一
つである（梅崎、2018：35-36）。人類史を理
解するうえでドメスティケーションについて
学ぶことが重要であることは明らかである。
しかしながら、調査対象とした大学生のなか

Ａ：	イヌがオオカミを家畜化したものだと知って
いた学生	 （71人）

Ｂ：	イヌという野生動物がいると考えていた学生
		  （62人）
Ｃ：	イヌという家畜が元から存在していたと考え

ていた学生	 （15人）
Ｄ：	A、B、Cに含まれない学生	 （27人）

出所：筆者が2022年に「文化人類学」の受講者を
対象に実施したアンケート調査

A：41％

B：35％

C：9％

D：15％

図1　大学生がイメージするイヌの起源まとめ
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で、オオカミを家畜したものがイヌであるこ
とを知る学生は約41％で多いとはいえない
し、オオカミを家畜したものがイヌであるこ
とを知らないと回答した学生は約58％で半
数を超えている（表2）。すでに示したよう
にイノシシや野鶏の家畜化について知る学生
はもっと少なくなる（表1）。このため半数
を超える学生が家畜化について全く何も知ら
ないことを想定して講義を行う必要がある。
　オオカミの家畜化ですら5割以上の学生が
初めて聞く内容である可能性を考慮すると、
あまり複雑な説明をする必要はない。オオカ
ミを家畜化したものがイヌ、野鶏を家畜化し
たものが家鶏、イノシシを家畜化したものが
ブタであることを単純に伝えることが大切で
ある。家畜の野生化の話題や交雑の話題は、
とても専門的な話題だと考えた方がよい。
うっかり家畜の野生化に触れたりすると、授
業後に提出してもらうコメントペーパーが捨
て猫を拾ったり野良犬を保護したりしたエピ
ソードであふれることになる。捨て猫や野良
犬は、すでに家畜であって野生動物ではない。
　オオカミとイヌ、野鶏と家鶏、そしてイノシ
シとブタが基本的には同じ種で近縁であるこ
とは、学名を紹介すると学生が素直に理解し
てくれる。ハイイロオオカミの学名はCanis 
lupus、イヌの学名はCanis lupus familiaris、
そしてイノシシの学名はSus scrofa、ブタの
学名はSus scrofa domesticus と紹介するだ
けで良い。属名と種小名が同じなので理解し
易かったり、事実だと信じ易かったりするよ
うだ。イヌが大好きでイヌのことをよく知っ
ていると思っている学生であっても、オオカ
ミとイヌとの間の関係について考えたことが
ない人は多い。学生の35％がイヌという野
生動物が自然に存在していると考えているの
だ（図1）。イヌがオオカミを家畜化したも
のだと言っても、その場では納得いかない学
生もいる。写真を使い口頭で説明しても信じ
てもらえない場合でも、学名を確認してもら
うことで、諦めがつくためなのか、納得して

もらえる。
　人文系の大学生に一般教養科目の中でドメ
スティケーションを教える際に最も大切なこ
とは、現存するのかは別として、あらゆる家
畜および作物には、その祖先種となった野生
動物および野生植物が存在していることを学
生に理解してもらうことである。ドメスティ
ケーションの基本を知るだけで、スーパー
マーケットの精肉売り場や、生鮮野菜売り場
の見え方がこれまでと変わってくる。栽培植
物について説明する中で、阪本（2007：97）
は「栽培植物はもっとも価値の高い文化財と
いえる」とした。家畜も栽培植物（作物）と
同様である。家畜や作物は、人類が数千年や
数百年の時間をかけて作りあげた有形の文化
財である。ドメスティケーションについて学
ぶことで、イヌやブタが人類の文化財である
ことが理解できるようになる。このような素
晴らしい文化財を利用できることの喜びを一
緒に分かち合える仲間を増やしてゆきたいと
考える。
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